
                                                                           

 
 

 
 
 

 
 

横浜遠足「きまり集会」  

 遠足までの日数が、残すところあと１０日となってき

ました。右に掲げた遠足の目標を合言葉に、海学年とし

て様々な取り組みが進んでいます。そんな中、遠足に向

けた最も大きな取り組みの一つである「きまり集会」が

１７日（水）、２３日（火）、２６日（金）と、３回の

授業時間を使って行われました。 

この集会を中心とした「きまり」決めでは、生活係が検討・作成した決まり原案を学年全体に

提案し、そこで出た質問や意見をもとに、さらに生活係で検討を重ねて再提案し……ということ

をくり返しながら議論を重ねました。 

本来、スムーズに行けば１回、議論の余地が残ったとしても２回目にはだいたいすべてが決ま

るものです。そんな中で３回目まで続いたのは、「きまり」が決まらなかったからではありませ

ん。２回目で承認をとり、一度は「きまり」が決まったのですが、学年全体の承認の数が過半数

は越えていたものの非承認もやや多く、生活係の生徒たちが「なぜ承認しなかったのだろう…」

「このまま終わっていいのだろうか…」と切実に考え、承認できなかった理由やこの遠足をどん

なものにしていきたいかなどを無記名で書いてもらうアンケートを実施し、学年の仲間の気持ち

や考えを改めて確認した上で答えられるものには回答しつつ、改めて今回の「きまり」の意味や

意図を理解してもらうために３回目を実施したのです。 

当初の予定にはなかった時間を捻出するためにいくつかの時間割を組み替えたり、生活係は３

回目の「きまり集会」のためにさらにプラスアルファで放課後等の時間を係活動に費やしたり、

負担が増えはしましたが、その分、学年全体で「きまり」に対する微妙なニュアンスの受け取り

方をきちんと共有することができ、より多くの生徒が納得した形で最終的に海学年の遠足に向け

た「きまり」を決めることができたように思います。集会で出された質問や意見の中には、「な

るほど」「たしかに」と思わせてくれる質問や意見も多くあり、そこにはこの１年間の生徒たち

の成長を感じました。 

今回、生活係の生徒たちは本当に強い使命感をもって粘り強く取り組んでくれました。そんな

生活係を中心に時間をかけて作り上げたこの遠足の「きまり」を、自分たちで決めたからこそ自

分たちで責任をもって守る、そんな当事者意識を一人ひとりが大切にしながら６月８日（木）、

遠足当日を迎えてもらいたいです。そしてこの一日が、海学年にとってたくさんの成長とたくさ

んの思い出が詰まった一日となることを願っています。そしてそのためにも、ここから遠足まで

の１０日間、係別会議やしおりの読み合わせ、レポート作成の事前学習、そして前日集会などの

残された取り組みを通して生徒一人ひとりの意識がさらに高まっていくことを期待しています。 

また、裏面に上述したアンケートの際に書かれた前向きなコメントをいくつか紹介させていた

だきますので、海学年の生徒たちの思いに触れていただけたらと思います。 

（裏面に記載あり） 
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学年目標 

調子に乗るな、波に乗れ！ 

（ウェイヴィ、座右の銘） 
Saz 

【横浜遠足の目標】 
 

全体で協力するために、 

やるべきことをしっかり 
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遠足「しおり」持ち帰り 
３１日（水）に、各係および各クラスにて遠足のしおりを読みながら当日の動き等を確認する

「しおり読み合わせ」を行います。そして、この日に「しおり」をご家庭に持ち帰らせます。し

おりの中には、班ごとの見学コースやそれに伴う費用、学年全体で決めた遠足の「きまり」、個

人ごとのレポート作成にあたっての探究テーマ、さらには緊急時の対応方法などが記載されてい

ますので、ぜひとも今週中に一度、お読みいただき、お子さまの遠足当日の動静をご確認いただ

くと共に必要な準備を進めていただけたらと思います。 
 

 

「中間テスト」結果配付 

中間テストの結果票（５教科の点数が印字されたもの）を６月１日（木）に配付いたします。

ご家庭で確認していただき、コメントを記入していただいた上で６月５日（月）までに学級担任

までご返却ください。点数一覧の確認については事前に生徒に配付して行っていますが、もしも

印字された点数が実際の点数と違っていた場合には、返却された答案を合わせて申し出ていただ

く形になりますので、ご承知おきください。 

 

 

今後の予定 

（今 週）  （来 週） 

日 曜 行事等  日 曜 行事等 

29 月 
２学年朝会８：１０教室着席 

諸活動停止  ３学年修学旅行 
  5 月 

１学年朝会 諸活動停止 

帰 HR＋１５分（生徒総会冊子読み合わせ） 

30 火 
おはボラ 

  6 火 
  

31 水 
高校見学参加申込〆切（希望者のみ） 

  7 水 
  

6/1 木 
４５分授業 歯科検診 

拡大評議会 
  8 木 横浜遠足（１年生も遠足） 

2 金 
常任委員会 

  9 金 
⑤授業参観 

集金袋配付 

※「諸活動停止」は放課後の活動がすべて無しで帰り学活後に全員下校することを示します。 

   ※月間を通しての行事予定は、毎月学年で発行している「行事予定」にてご確認いただけます。 

校外学習という特別な行事なので、やっぱり海学年一人ひとりが「楽しかった」「良かった」という時

間を過ごして欲しいし、みんなが楽しめるようになるにはどのような行動をしたら良いのかを考えられ

るようになりたいから、横浜という範囲の広い場所で協力していきたい。 

きまりをしっかり理解して、みんなの疑問に対応したり、遠足に行ったときの行動の良い悪いを判断

し、全部の班のきまりが同じ基準になるようにしたりして、きまりはあるけど、その中で自分たちで考え

て行動ができる遠足にしたい。 

海学年として、修学旅行につなげられるように、「学ぶために横浜に行く」ということを忘れない横浜

遠足にしていきたいです。自分の係として取り組めることは、お昼ごはんのお金の集金などで、その係

の仕事はしっかりとやる。他の係の人の仕事も手伝いたいと思っています。 

自分の係としては、視野を広くもち、周りの人に対しての声かけや役割を果たす。遠足全体として

は、みんなが一人ひとり、横浜の色々なことを学び、悔いのない、心に残る遠足にしたい。 

横浜遠足後のレポート作成で、学んだことを自分なりにきちんとまとめて、横浜の文化を伝えたい。 


